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1．は じ め に

「ふれあいの里奥出雲公園」は，島根県中部に位置
する県有地である．同公園は 2019 年から閉園となっ
ており，現在は，関係者以外は立ち入ることができな
い．園内およびその周辺は中山間地特有の山と谷が入
り組んだ地形となっており，さまざまな環境を好む鳥
類が数多く生息している． 
筆者は，同公園において繁殖期を中心に公園で生息
する鳥類相を把握するとともに，当地で繁殖している
可能性がある鳥類の確認を目的として，2008 年から
現在まで鳥類の生息調査を実施している．鳥類相につ
いては，2008 年から 2012 年までの 5カ年の調査結果
を報告したが（星野ほか，2013），その後も調査を継
続しており，本報では 2023 年 4 ～ 12 月に確認された
鳥類種を報告する．

2．調査地の概要

元ふれあいの里奥出雲公園（以下，公園とする）は，
島根県中部の雲南市掛合町波多にあり（図 1），森林
を中心とした標高 350 ～ 615 m の起伏に富んだ面積
約 180 ha の公園である．
森 林 は， コ ナ ラQuercus serrata や ア ベ マ キ

Quercus variabilis を中心とした夏緑広葉樹林にアカ
マツPinus densiflora やスギCryptomeria japonica，
ヒノキChamaecyparis obtusa の針葉樹がモザイク状
に混在している．また公園内を南から北西にほぼ縦断
する形で流れる河川があり，上流にあたる公園入り口
付近には約 80 ㎡の貯水池がある．この池の下流側は
東西の斜面から幾筋もの谷が落ち込み，水量が豊富な
渓谷となって神戸川へと合流している．

本年の同地の気象状況は，公園に最も近い気象観測
地点であり標高がほぼ同じ「赤名」の気象データによ
ると，この付近の日平均気温は13.1℃，年間降水量は1，
992.5mmであった．本年の最高気温は 7月に 34.9℃，
最低気温は 1月に -8.7℃を記録した．1日の最大降水
量は 8月に 95.0mmが記録された．

3．方　　　　　法

調査はラインセンサス法とスポットセンサス法によ
る基礎調査と鳥類を捕獲して行う標識調査，ならびに
標識調査の際に平行して終日の観察鳥類を記録する重
点調査の 3通りで実施した．
調査の対象とした期間は，基礎調査を 4 ～ 12 月，
標識調査と重点調査を 5～ 8 月に実施した．1～ 3 月
は積雪のために入園が困難となるため調査期間からは
外した．

（1）基礎調査
4 ～ 12 月の 8：30 ～ 12：00 までの間に，1 カ月に

1 回の頻度で約 1 km/h の速度で調査ルート（図 2）
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図 1　元ふれあいの里奥出雲公園位置図
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を歩きながら，双眼鏡を用いて目視と鳴き声で確認し
たすべての種類と数を記録した．またルートの途中に
は定点を 3地点定めて 15 分間に確認した種類と数を
記録するスポットセンサスも行った．ルートから離れ
た定点 4は，本年は実施しなかった．

（2）標識調査
標識調査は，5～ 8 月の間の 1ヵ月に 1回，それぞ
れ連続した 4日間で行った．捕獲には，基本的に 30
または 36 メッシュのかすみ網  （高さ 2.5 m，長さ 12 
ｍ） を用い，状況によっては 61 メッシュや長さ 6 m
の網を用いることもあった．網は，公園内の森林内部，
林縁部，渓流沿いの鳥が通過しそうな場所を選び，20
枚程度の使用を基本として 2～ 3カ所に設置した．な
お，本標識調査は，鳥類の捕獲や取り扱いに高度な技
術をもつ複数の鳥類標識調査員を中心に実施した．

（3）重点調査
重点調査は，標識調査の際に併せて実施し，標識作
業場所やかすみ網設置場所付近，またその間のルート
上で，調査時間内（主に日の出 1時間前から日没後 1
時間程度）に目視や鳴き声で確認したすべての種を記
録した．

それぞれ種名の表記は，日本鳥類目録改訂第 7 版 
（日本鳥学会， 2012） に従った．

4．結　　　　　果

（1）確認種
本年の調査において確認された全ての鳥類は 10 目

28 科 57 種であった（表 1）．確認種リストには，環境
省 （2020）および島根県 （2014） のレッドリストおよ
びレッドデータブックのカテゴリーならびに島根県に
おける渡り区分 （日本野鳥の会島根県支部，1997） を
記載した．
渡り区分において，もっとも多く確認されたのは留

鳥で 28 種（全確認種における割合は 49.1%）で，次
いで夏鳥 19 種（33.3%），冬鳥 5種（8.8%），冬鳥（一
部留鳥）2種（3.5%），旅鳥 2種 （3.5%） ，不明 1種（1.2%）
であった． 
今回の調査における確認種を調査方法別に見る

と，基礎調査では 22 科 43 種（全確認種における割
合は 75.4%），重点調査では 26 科 45 種 （78.9%）を
確認した（表 1）．目視で確認する 2つの調査を合わ
せると 28 科 53 種となり確認種全体の 93.0% となっ
た．また，標識調査では，16 科 25 種 （同 43.9%） を
確認した．このうちそれぞれ 1 つの調査でしか確認
できなかった種は 13 科 17 種あり，確認種全体の
29.8% であった．基礎調査では 7 種（12.3%）で，カ
ルガモAnas zonorhyncha，ミソサザイTroglodytes 
troglodytes， コ マ ド リLuscinia akahige， ア ト リ
Fringilla montifringilla， マ ヒ ワCarduelis spinus，

図 2　元ふれあいの里奥出雲公園内　調査ルート図
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カシラダカEmberiza rustica， ミヤマホオジロ
Emberiza elegans，であった．重点調査では 6 種
（10.5%）でアオサギArdea cinerea，ハチクマPernis 
ptilorhynchus， フ クロウStrix uralensis， ブ ッポ
ウソウEurystomus orientalis，ヤイロチョウPitta 
nympha， ス ズメPasser montanus で あ った．標
識調査のみで確認されたのは 4 種（7.0%）で，ツ
ミAccipiter gularis， オ オ ア カ ゲ ラDendrocopos 
leucotos，エゾムシクイPhylloscopus borealoides，コ
ルリLuscinia cyane であった．
これまでの調査では 13 目 36 科 100 種が報告されて
おり（星野ほか，2013；星野，2021；2022；2023），
今回の調査では，そのうちの 10 目 28 科 57 種であり，
過去に報告された全種における割合は目で 76.9%，科
では 77.8％，種では 57.0％が確認された．本年の調査
で新たに確認された種はなかった．

（2）確認された希少種
本年の各調査において確認された環境省や島根県
のレッドデータブック掲載種（以下，RDB種とする）
は，7 科 12 種であった．これまでの報告では，12
科 23 種が確認され（星野ほか，2013；星野，2021；
2022；2023），昨年の調査では 8科 13 種であった（星
野，2023）．今回新たに確認された RDB 種はなかっ
た．また，これまで確認されていたものの，今回の
調査で確認されなかった RDB 種は，オシドリAix 
galericulata，ミゾゴイGorsachius goisagi，ヨタカ
Caprimulgus indicus，ミサゴPandion haliaetus，ハ
イタカAccipiter nisus，オオタカAccipiter gentilis，
クマタカNisaetus nipalensis，オオコノハズクOtus 
lempiji，ヤマセミMegaceryle lugubris，ノビタキ
Saxicola torquatus，ノゴマLuscinia calliope の 11 種
であった．
本年の調査によって確認された 12 種は次のような
状況であった．
①　 ハチクマPernis ptilorhynchus  【国：準絶滅危惧，
県：絶滅危惧Ⅰ類】
本種は 6月の重点調査において園地内の草地の上空
で目視により 1羽が確認された．本種の確認は，上空
を注視して観察することによって確認されることが多
く，今回の調査においても上空を意識して観察を行う
ことにより 6月 17 日に飛翔する姿が目視されたもの
であった．
 
②　ツミAccipiter gularis  【県：情報不足】
本種は 5月 21 日に標識調査において成鳥オス 1羽
が捕獲された．本個体は虹彩色の赤みが薄く橙色味を
帯びていたため，第 1回夏羽の若い個体である可能性

が考えられた（図 3）．標識調査においては 2022 年 6
月 20 日，2021 年 5 月 16 日，2020 年 5 月 18 日にそれ
ぞれ成鳥オス 1羽が捕獲されたほか，過去にも複数回，
標識調査で捕獲された．なお，4年間連続して成鳥オ
スが捕獲されているが，いずれも環境省リング等の装
着はなかった．また，過去には 2008 年の基礎調査中
に造巣行動も観察されたが（星野ほか，2010），本年
も繁殖の確認には至らなかった．

③　 サシバButastur indicus  【国：絶滅危惧Ⅱ類，県：
絶滅危惧Ⅰ類】

本種は 6月の基礎調査，5，6 月の重点調査で観察
された．基礎調査では 6月 15 日に調査地の草地上空
の高い所を鳴きながら飛翔する 1羽を確認した．重点
調査では 5月 21 ～ 23，6 月 16 ～ 19 日に鳴きながら
飛翔する 1 ～ 3 羽を確認したが，成幼の判断はでき
なかった．2020 年には調査地内で営巣木が確認され，
幼鳥と思われる個体を含む 5 羽が営巣木周辺で飛翔
する姿が確認され（星野，2021），2022 年には目視で
も成鳥と幼鳥の姿が観察された（星野，2023）が，本
年は営巣木も含めた繁殖の成功を判断できる確認はな
かった．

④　フクロウStrix uralensis  【県：準絶滅危惧】
毎年のように調査地内で鳴き声が確認されており，

本年も重点調査において鳴き声が確認された．鳴き声
が確認されたのは，5 月 22 ～ 23 日および 6 月 17 日
の早朝および夜間であった．

⑤　アオバズクNinox scutulata  【県：準絶滅危惧】
毎年のように調査地内で鳴き声が確認されており，

本年も 5～ 8月の基礎調査，重点調査で確認された．
基礎調査においては 6月 15 日に姿が観察された（図

4）．重点調査においても，6 月 17，18 日には林内で
姿が観察され，5～ 8 月には鳴き声が確認された．本
年は標識調査による捕獲はなかった．

図 3　ツミの虹彩色
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⑥　 アカショウビンHalcyon coromanda  【県：絶滅
危惧Ⅱ類】
本種には照度や GPS データを記録するデータロ
ガーを装着しているが，本年はデータロガーの回収は
できなかった．5～ 8 月の基礎調査と重点調査で鳴き
声が確認され，標識調査においての捕獲数は 5 羽で
あった．
標識調査では 6 月 18 日 2 羽，7 月 22 日に 1 羽，8
月 25 日に 2 羽が捕獲された．いずれも性別不明の成
鳥であった．6 月 18 日に捕獲されたうちの 1 羽は，
2021 年 7 月 26 日に性別不明の成鳥で捕獲された個体
（足環番号 6A-41729）であり推定年齢 3歳以上の再捕
獲個体であった．2020 年以降の 4 年ぶりの再捕獲個
体となった．

⑦　 ブッポウソウEurystomus orientalis   【国：絶滅
危惧ⅠＢ類，県：絶滅危惧Ⅰ類】
本種は重点調査におい 5月 20 日に調査地内におい
て周辺の樹木の枝から 1羽が飛び立つ姿と声が観察さ
れた．

⑧　 ヤイロチョウPitta nympha　【国：絶滅危惧ⅠＢ
類，県：絶滅危惧Ⅰ類】　
本種は重点調査において 6月 17，19 日に鳴き声が
確認された．

⑨　 サンショウクイPericrocotus divaricatus 【国：
絶滅危惧Ⅱ類，県：情報不足】
本種は 5～ 8月の基礎調査と重点調査において調査
地内全域で複数個体の鳴き声が確認された．

⑩　 サンコウチョウTerpsiphone atrocaudata  【県：
情報不足】
本種は 6月の重点調査で鳴き声と姿が確認され，標
識調査においては 5，6，8 月に捕獲された．5月は成
鳥のオス 2個体，6月は成鳥メス 2個体，8月は性別
不明の第 1回冬羽の 2個体であった．いずれの個体も

図 4　アオバズク

再捕獲ではなかった．繁殖の兆候として，6月 17 日
の 2個体にはやや発達した抱卵斑が見られた．8月 26
日の 2 個体はいずれも当年生まれの若い個体であっ
た．

⑪　コルリLuscinia cyane   【県：情報不足】
本種は 8月 27 日の標識調査において第 1回冬羽の
メスが捕獲された．

⑫　 コサメビタキMuscicapa dauurica  【県：情報不
足】

本種は重点調査において 5月 23 日と 6月 16 日にさ
えずりが確認され，6月 16 ～ 19 日は姿が観察された．
6月の重点調査では営巣木と思われる木の周辺でさえ
ずりのほかに，採食行動等を行う姿が観察されていた
が，巣の確認には至らなかった．また 7月 20 日の基
礎調査においてさえずりが確認された．

（3）注目すべき種
①　ジュウイチ
本種はこれまでも重点調査において毎年のように早

朝に鳴き声が確認されてきた．本年も，重点調査で
5月 21，23 日，6 月 18 日の早朝に鳴き声が確認され
た．しかし，標識調査において捕獲されることは稀な
鳥であり，同地での標識調査においても捕獲されたの
は 2015 年に 1 羽のみであった．本年の標識調査では
8年ぶりに5月23日に1羽が捕獲された．この個体は，
2015 年 5 月 25 日に同公園内で第 1回夏羽のメスとし
て足環を装着された再捕獲個体（足環番号 6A-32259）
であった．初捕獲での推定年齢は1歳としているため，
本個体の年齢は 9歳以上と推定された．また，初放鳥
時には赤色型の羽衣であったが（図 5），今回の捕獲
時には赤色系の羽根はまったく見られなかった（図 6）

図 5　2015 年のジュウイチ 6A-32259

図 6　2023 年のジュウイチ 6A-32259
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なお，本種は全国的にも標識調査において再捕獲され
ることは稀である．
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